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　「ゆめしま海道」は上島町の島々からなる全長約50km 
のサイクリングコース。弓削島・佐島・生名島の₃つの島
は橋でつながっていて自由に往来することができます。
2022年₃月には生名と岩城を結ぶ岩城橋が完成し、ゆめ
しま海道全線が開通予定で、サイクリストから注目を浴
びること間違いなしのコースです。特産品は、青いレモ
ンの島と呼ばれる岩城島で柑橘の栽培が盛んで、特にレ
モンの栽培が多く、加工品も多数作られています。また、
上島町の海域では、身の引き締まった真鯛やキジハタが
多く漁獲され、海苔やクルマエビ等の養殖業が盛んで、
鯛みそ・味付け海苔・乾燥ヒジキ・蛸めしといった加工
品も人気です。

上 島 町
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理
事
長
に
佐
川
秀
紀
氏（
砥
部

町
長

）を
選
出

令
和
３
年
度 

事
業
計
画・予
算
を
決
定

県
市
町
振
興
協
会
　
理
事
会
・
評
議
員
会
　

【
第
2
回
定
例
理
事
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
稲
本
隆
壽
）
は
、
令
和
2
年
度

第
2
回
定
例
理
事
会
を
3
月
23
日
㈫
午
後

2
時
か
ら
「
東
京
第
一
ホ
テ
ル
松
山
」
に

お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、稲
本
隆
壽
（
理
事
長
）、

石
川
勝
行（
新
居
浜
市
長
）・
若
江
進
（
松

山
市
議
会
議
長
）・
松
浦
一
悦（
松
山
大
学

経
済
学
部
教
授
）・
渡
部
明
忠（
愛
媛
県
町

村
会
事
務
局
長
）
の
各
理
事
及
び
三
木
裕

太
郎（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
平
岡
陽

一（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）・
酒
井
啓

司（
税
理
士
）の
各
監
事
、
田
窪
出
納
役
等
。

　

稲
本
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

定
款
の
定
め
に
よ
り
稲
本
理
事
長
が
議
長

と
な
り
、
渡
部
常
務
理
事
か
ら
、
各
議
案

に
つ
い
て
説
明
及
び
報
告
が
行
わ
れ
、
い

ず
れ
も
議
決
及
び
了
承
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

◆
議
　
事

第
₁
号
議
案

　

令
和
3
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
₂
号
議
案

　

令
和
3
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

◆
報
　
告

第
1
号
報
告

　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

【
第
2
回
臨
時
評
議
員
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
稲
本
隆
壽
）
は
、
令
和
2
年
度

第
2
回
臨
時
評
議
員
会
を
3
月
24
日
㈬
午

前
11
時
か
ら
「
東
京
第
一
ホ
テ
ル
松
山
」

に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
稲
本
隆
壽（
理
事
長
）、

永
易
英
寿（
新
居
浜
市
議
会
議
長
）・
岡
本

靖
（
松
前
町
長
）・
竹
内
一
則
（
伊
方
町
議

会
議
長
）・
安
田
俊
一
（
松
山
大
学
経
済
学

部
教
授
）・
柏
原
準
（
愛
媛
県
町
村
議
会
議

長
会
事
務
局
長
）
の
各
評
議
員
及
び
三
木

裕
太
郎
（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
平
岡

陽
一
（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）・
酒
井

啓
司
（
税
理
士
）
の
各
監
事
、
渡
部
常
務

理
事
等
。

　

稲
本
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の

後
、
議
長
は
定
款
に
よ
り
竹
内
評
議
員
を

選
出
し
、議
事
録
署
名
人
に
は
永
易
英
寿
・

柏
原
準
の
両
評
議
員
を
指
名
。

　

議
長
は
、
議
案
審
議
に
入
り
、
事
務
局

か
ら
第
1
号
議
案
及
び
第
2
号
議
案
の
説

明
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、第
3
号
議
案「
理
事
の
辞
任
に

伴
う
補
欠
選
任
に
つ
い
て
」
は
、
定
款
に

よ
り
候
補
者
の
賛
否
を
諮
っ
た
結
果
、
異

議
な
く
次
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

　

佐
川　

秀
紀
（
砥
部
町
長
）

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
。

◆
議
　
事

第
₁
号
議
案

　

令
和
3
年
度
事
業
計
画
の
承
認
に
つ
い

て
第
₂
号
議
案

　

令
和
3
年
度
収
支
予
算
の
承
認
に
つ
い

て
第
₃
号
議
案

　

理
事
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に
つ
い

て　
【
第
4
回
臨
時
理
事
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

は
、
令
和
2
年
度
第
4
回
臨
時
理
事
会
を

書
面
開
催
し
、
理
事
長
に
佐
川
秀
紀
（
砥

部
町
長
）
が
選
定
さ
れ
た
。
任
期
は
令
和

3
年
3
月
31
日
か
ら
令
和
4
年
度
定
時
評

議
員
会
ま
で
の
残
任
期
間
。

　

書
面
に
よ
る
協
議
内
容
は
次
の
と
お
り
。

第
₁
号
議
案

　

理
事
長
の
選
定
に
つ
い
て

理　　事　　会

評　議　員　会
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令和３年度事業のあらまし
～ 市町村振興宝くじの収益金等を活用し、愛媛県内20市町の振興に寄与 ～

公益財団法人愛媛県市町振興協会
　当協会は、市町財政の厳しい環境に配慮し、的確な財政運営を実施していくとともに、市町の公共施設整備事
業等への資金融資、市町振興事業に対する助成及び人材育成のための研修等、次に掲げる事業を行います。なお、
市町村振興宝くじ販売促進事業については、関係団体の協力を得ながら行います。

事業名 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

資
金
貸
付
事
業

⑴　長期貸付事業
　貸付予定枠　　25億円（愛媛県協会：20億円、全国協会：₅億円）
　貸付対象事業　　愛媛県知事と協議し同意又は許可を受け、あるいは届出をしている一般会計債の事業とする。
　貸 付 条 件　　償還期間および利率

　　　　　　　　　償還方法　　半年賦元金均等償還
　　　　　　　　　償 還 日　　₉月17日及び₃月17日
　　　　　　　　　貸 付 日　　令和₃年₅月24日、令和₄年₃月24日
⑵　短期貸付事業
　貸付対象事業　　当該年度内に行う必要がある緊急的な公共事業や災害防止対策事業
　貸 付 条 件　　貸付利率　　本協会基金等貸付細則附則第₂条の規定の特例として、財政融資資金の貸付金利を基準とし、理
　　　　　　　　　　　　　　　事長が定める貸付利率とする。ただし、当分の間、貸付利率は、年0.1％とする。
　　　　　　　　　償還方法　　一括償還証書貸付
　　　　　　　　　貸付期間　　単年度貸付（年度内償還）

交
付
金
の
交
付

事
業
　
　
　
　

⑴　市町交付金
　　令和₃年度新市町村振興宝くじ（ハロウィンジャンボ宝くじ）収益金を愛媛県が協会に交付する愛媛県交付金を財源として市
町へ交付する。

⑵　基金交付金
　　サマージャンボ宝くじ収益金をもって愛媛県が協会に交付する愛媛県交付金を積み立てる基金積立金を財源として市町へ交付する。

　交付金の対象事業は、地方財政法第32条に規定する事業で、交付を受けた市町は、市町が必要とする当該事業に充当する。

市
町
振
興

助
成
事
業

⑴　市町の振興に伴うイベント等助成事業
⑵　情報セキュリティ監査助成事業
⑶　メンタルヘルス対策事業助成金
⑷　災害支援金

市
町
職
員
等

研
修
事
業
　

⑴　愛媛県研修所での研修事業
⑵　市町職員研修事業
⑶　市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）及び全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー）の受講に係る助成
⑷　関係団体研修事業等に係る助成

情
報
提
供

事
業
　
　

⑴　愛媛県市町要覧の発行
⑵　市町振興のための資料配付　「地方財政要覧」等
⑶　地域づくり情報誌発行事業　「舞たうん」、「えひめイベントＢＯＸ」

そ
の
他

⑴　市町関係団体等への助成（愛媛県市長会・愛媛県町村会を経由）
　①　一般財団法人地域活性化センター年会費
　②　日本貿易振興機構（ジェトロ）愛媛貿易センター運営負担金
　③　松山空港利用促進協議会負担金
　④　自転車新文化推進協会負担金
⑵　愛媛大学の地域医療学講座への寄附
⑶　愛媛県自治会館新会館建設への寄附

◎ 令和３年度市町村振興宝くじ発売概要
サマージャンボ宝くじ ハロウィンジャンボ宝くじ

発 売 期 間 ₇月13日㈫～₈月13日㈮ ₉月22日㈬～10月22日㈮

発 売 計 画 額 900億円（前年度 870億円） 480億円（前年度 480億円）

償還期間 据置期間 最近の貸付利率
R2.5 R2.3 R1.5

₅　年 ₁　年 0.10% 0.01% 0.01%
10　年 ₂　年 0.10% 0.01% 0.01%
12　年 ₂　年 0.11% 0.01% 0.02%
15　年 ₃　年 0.14% 0.03% 0.06%

本協会基金等貸付細則附則第₂条の規定の特例として、財政融資資金の貸付金利を基準とし、
理事長が定める貸付利率とする。ただし、当分の間、貸付利率は、年0.1%以上とする。
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第
1
8
4
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
高
知
県
当
番
に
よ
り
3
月
23

日
に
開
催
し
た
。
今
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

W
e
b
会
議
で
開
催
さ
れ
、
四
国
4
県
の

会
長
及
び
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
高
知
県
の
岩
垣
会
長
及

び
四
国
地
区
会
長
の
河
野
香
川
県
会
長
が

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
規
約
の
規
定
に

よ
り
岩
垣
高
知
県
会
長
が
議
長
席
に
着
い

て
、「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

の
河
野
香
川
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　
　

議　
　

事

1　

令
和
₃
年
度
各
県
事
業
計
画
及
び
予

算
に
つ
い
て

　
　

各
県
事
務
局
長
が
資
料
に
基
づ
き
説

明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

2　

各
県
提
出
議
題
に
つ
い
て

　

①　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
役
員
等

に
つ
い
て
（
香
川
県
）

　
　

ア　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
候
補
者
に
つ
い

て

　
　

イ　

全
国
町
村
議
会

議
長
会
に
お
け
る

委
員
会
委
員
等
の

選
任
に
つ
い
て

　
　

香
川
県
の
中
村
事
務

局
長
か
ら
資
料
に
基
づ

き
説
明
が
あ
り
、
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
候
補

者
に
つ
い
て
確
認
を
し

た
。

　
　

ま
た
、
全
国
会
の
委

員
会
委
員
等
に
つ
い
て
、

就
任
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
等
を
確
認
し
、
次
の

と
お
り
選
出
し
た
。

　

・
制
度
運
営
検
討
委
員

会　
　

愛
媛
県

　

・
運
営
の
実
務
検
討
委

員
会　

徳
島
県

　

・
実
態
調
査
検
討
委
員

会　
　

香
川
県

　

②　

第
61
回
四
国
地
区

町
村
議
会
議
長
会
研

修
会
に
つ
い
て
（
愛

媛
県
）

　

③　

令
和
3
年
度
四
国

森
永
会
長
を
四
国
地
区
会
長
に
選
任

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会
　

四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に
つ
い
て

（
高
知
県
）

　
　

②
及
び
③
に
つ
い
て
は
、
各
担
当
県

事
務
局
長
が
資
料
に
基
づ
き
開
催
概
要

等
を
説
明
し
た

3　

次
期
四
国
地
区
会
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

本
県
の
森
永
会
長
が
四
国
地
区
会
長

に
選
任
さ
れ
た
。
任
期
は
、
令
和
3
年

4
月
1
日
か
ら
1
年
間
。

4　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
、
香
川
県
で
開
催
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

　

前
述
の
四
国
地
区
会
長
会
に
先
立
ち
、

同
日
に
四
国
四
県
町
村
議
会
議
長
会
事
務

局
長
並
び
に
担
当
者
会
が
W
e
b
会
議
で

開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
高
知
県
の
笹
岡
事
務
局
長
の
あ

い
さ
つ
に
始
ま
り
、
次
の
テ
ー
マ
に
よ
り

進
め
ら
れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

①　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
役
員
等
に

つ
い
て
（
香
川
県
）

②　

総
会
（
会
議
）
の
書
面
開
催
を
可
能

と
す
る
規
約
変
更
に
つ
い
て（
愛
媛
県
）

③　

令
和
3
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
に
つ
い
て
（
高
知
県
）

④　

そ
の
他

　
　

令
和
3
年
度
四
国
四
県
町
村
監
査
委

員
協
議
会
研
修
会
に
つ
い
て

第61回四国地区町村議会議長会研修会開催概要（案）
₁　主　催　四国地区町村議会議長会（当番：愛媛県町村議会議長会）
₂　開催日　令和₃年10月21日（木）　午後₁時～午後4時35分（予定）
₃　会　場　砥部町文化会館
　　　　　　　愛媛県伊予郡砥部町宮内1410番地　℡ 089-962-7000
₄　表　彰　四国地区町村議会議長会表彰
　　　　　　　四国地区町村議会議長会表彰規程に基づいて、町村議会議員として

在職19年以上で功労のあった者を所属町村議会議長の推薦により表
彰する。

₅　日　程
　　　12:30～13:00　受　付
　　　13:00～13:20　開会あいさつ（四国地区町村議会議長会会長）　　　　　　
　　　　　　　　　自治功労者表彰
　　　13:20～14:50　講演①　講師　長谷川幸洋　演題「未定」
　　　14:50～15:00　休憩
　　　15:00～16:30　講演②　講師　金田　義行　演題「未定」
　　　16:30～16:35　閉会あいさつ（高知県町村議会議長会会長）
₆　出席対象者　
　　　町村議会議長、副議長、議員、議会事務局職員、識見監査委員等

会　長
森永　和夫 氏

愛媛県町村議会議長会会長
（内子町議会議長）

四
国
四
県
議
長
会
事
務
局

長
・
担
当
者
会
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県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第
21
回
定
期

総
会
は
、
3
月
26
日
に
愛
媛
県
農
業
共
済

組
合
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
県
内
の

変
異
株
を
含
む
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
新

規
感
染
者
数
の
急
激
な
増
加
に
伴
い
、
急

遽
、
書
面
審
議
に
よ
る
開
催
と
し
た
。

　

な
お
、
書
面
に
よ
る
協
議
内
容
は
次
の

と
お
り
で
、
承
認
又
は
原
案
の
と
お
り
決

定
し
た
。

 

【
議
　
事
】

1　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告　

2　

認
定
第
1
号　

令
和
元
年
度
決
算
に

つ
い
て

3　

議
案
第
1
号　

令
和
3
年
度
会
務
運

営
方
針
及
び
事
業
計
画
に
つ
い
て

4　

議
案
第
2
号　

令
和
3
年
度
予
算
に

つ
い
て

5　

議
案
第
3
号　

決
議

第
21
回
定
期
総
会
を
開
く

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
　

決　　　　　議

　われわれ監査委員は、厳しい町財政の中、行政に対する住民の信頼
を確保し、透明性のあるものとしていくため、日々研鑽を積み努力を
重ねている。
　しかしながら、町における監査体制は脆弱であり、その課せられた
義務と責任を十分に果たすには厳しい現状にある。
　このため、研修、事務局体制の充実強化をはじめ、監査委員費の確
保等、監査機能の充実強化が緊急の課題である。
　本日ここに、愛媛県町村監査委員協議会第21回定期総会を開催す
るに当たり、われわれ監査委員は相互の緊密な連携のもと、町におけ
る監査機能の充実と監査体制の強化に向け、組織を挙げて邁進する
ことを表明する。
　以上、決議する。
　　令和₃年₃月26日

愛媛県町村監査委員協議会　第21回定期総会　

令和３年度会務運営方針及び事業計画

	 愛媛県町村監査委員協議会　
第１　運営方針
　　厳しい財政状況の中で、基礎自治体は今まで以上に公正で合理的かつ能
率的な運営を確保することが強く求められており、監査委員の果たすべき
職責はますます重要となっている。
　　このときに当たり、本会は決意を新たにしてその使命を深く自覚し、監
査委員の資質向上と監査機能の更なる充実強化に向けて、監査委員相互並
びに全国町村監査委員協議会との連携を密にするとともに、各町における
監査の適正な執行と監査委員制度の健全な進展を図り、地方自治の振興発
展に寄与するものとする。

第２　事業計画
　　上記基本方針に基づき、次の事業を実施する。

記

　⑴　定期総会　　１回
　⑵　臨時総会　　必要に応じて
　⑶　監 事 会　　１回
　⑷　四国四県町村監査委員協議会研修会
　　　　　令和₃年₇月14日（水）
　　　　　　松山市「ＡＮＡクラウンプラザホテル松山」
	 　（旧松山全日空ホテル）　
　⑸　町村監査委員全国研修会への受講者推薦
　　　　　令和₃年10月26日（火）～10月27日（水）
　　　　　　　「ＬＩＮＥ ＣＵＢＥ ＳＨＩＢＵＹＡ（渋谷公会堂）」
　⑹　愛媛県町村監査委員協議会表彰規程に基づく表彰
　⑺　愛媛県町村監査委員に対する感謝要綱に基づく感謝状贈呈
　⑻　監査委員に関する実態調査及び資料等の提供
　⑼　その他必要な事項

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
長

　
表
彰
名
簿

	

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
町
監
査
員
と
し
て
、
5
年
以
上
在
職

し
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
た
も
の

（
2
名
）

　
　

松
前
町
代
表
監
査
員　

安
永　

紀
雄

　
　

松
野
町
代
表
監
査
員　

榎
本　

孝
幸
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3
年
度
事
業
計
画
・

　
　
　
　

予
算
を
決
定

�

　
県
水
道
協
会

会
長
に
上
村
上
島
町
長

 

を
選
出

�

　
清
掃
事
業
協
会

３
年
度
事
業
計
画
・

　
　
　
　
　

予
算
を
決
定

�

　
山
村
振
興
連
盟
県
支
部

３
年
度
事
業
計
画
・

　
　
　
　
　

予
算
を
決
定

�

　
全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
県
支
部

３
年
度
事
業
計
画
・

　
　
　
　
　

予
算
を
決
定

�

　
町
村
下
水
道
協
議
会
県
支
部

　

愛
媛
県
水
道
協
会
（
8
町
10
市
と
2
一

部
事
務
組
合
で
構
成
）
は
、「
令
和
2
年
度

水
道
事
業
推
進
等
研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
会

場
で
の
開
催
を
中
止
し
、
特
例
で
書
面
審

議
に
よ
り
開
催
し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
3
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
3
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
3
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

県
清
掃
事
業
協
会
（
20
市
町
と
6
一
部

事
務
組
合
で
構
成
）
は
、「
令
和
2
年
度
清

掃
事
業
推
進
等
研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
会
場

　

山
村
振
興
連
盟
県
支
部
（
6
町
8
市
で

　

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
愛
媛
県

支
部
（
4
町
2
市
で
構
成
）
は
、「
令
和
2

年
度
水
産
業
振
興
対
策
事
業
推
進
等
研
究

会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開
催
を
中
止
し
、

特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り
開
催
し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会
愛
媛
県

支
部
（
7
町
で
構
成
）
は
、「
令
和
2
年
度

全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会
愛
媛
県
支

部
研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開
催
を

中
止
し
、
特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り
開
催

し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
3
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
3
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

で
の
開
催
を
中
止
し
、
特
例
で
書
面
審
議

に
よ
り
開
催
し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

会
長
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

欠
員
中
の
会
長
の
補
欠
選
任
を
行

い
、
上
村
上
島
町
長
を
選
出
し
た
。

　
　
　

任
期
は
、
書
面
開
催
の
表
決
日
で

あ
る
令
和
3
年
3
月
16
日
か
ら
令
和

4
年
3
月
27
日
ま
で
の
残
任
期
間
。

　

⑵　

令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
3
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑷　

令
和
3
年
度
本
会
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑸　

令
和
3
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

な
お
、
令
和
2
年
度
生
活
環
境
改
善
事

業
功
労
者
会
長
表
彰
に
つ
い
て
は
、
次
の

2
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
　
　

東
温
市　
　
　

小
林　
　

実　

氏

　
　
　

松
山
衛
生
事
務
組
合　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野　

晴
久　

氏

構
成
）
は
、「
令
和
2
年
度
山
村
振
興
事
業

推
進
等
研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開

催
を
中
止
し
、
特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り

開
催
し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
3
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
3
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
3
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
3
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
3
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
3
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て
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３
年
度
事
業
計
画
・

　
　
　
　
　

予
算
を
決
定

�
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
協
議
会

会
長
に
佐
川
砥
部
町
長

 

を
選
出

定
期
総
会
を
開
催

�

　
県
市
町
各
種
事
業
総
合
協
議
会

定
期
総
会
を
開
催

�

　
愛
媛
県
人
権
協
会

　

愛
媛
県
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
協

議
会
（
3
町
9
市
で
構
成
）
は
、「
令
和
2

年
度
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
推
進
等

研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開
催
を
中

止
し
、
特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り
開
催
し

た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
3
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
3
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
3
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

前
記
6
団
体
で
組
織
す
る
愛
媛
県
市
町

各
種
事
業
総
合
協
議
会
は
、
各
団
体
の
決

算
や
事
業
計
画
・
予
算
が
決
定
し
た
こ
と

か
ら
、「
令
和
2
年
度
定
期
総
会
」
を
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
会
場
で
の
開
催
を
中
止
し
、
特
例
で
書

面
審
議
に
よ
り
開
催
し
た
。
い
ず
れ
も
承

認
及
び
決
定
し
た
。

　

な
お
、
書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

【
協
議
事
項
】

　

選
任
第
1
号

　
　

会
長
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

欠
員
中
の
会
長
の
補
欠
選
任
を
行

い
、
佐
川
砥
部
町
長
を
選
出
し
た
。

　
　
　

任
期
は
、
令
和
3
年
3
月
30
か
ら

令
和
4
年
6
月
8
日
ま
で
の
残
任
期

間
。

　

認
定
第
1
号

　
　

令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

議
案
第
1
号

　
　

令
和
3
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方
法

に
つ
い
て

　

議
案
第
2
号

　
　

令
和
3
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

愛
媛
県
人
権
協
会
は
、「
令
和
2
年
度
定

期
総
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開
催
を
中

止
し
、
特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り
開
催
し

た
。
い
ず
れ
も
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

な
お
、
書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

【
報　

告
】

　

・
会
務
報
告

【
協
議
事
項
】

　

認
定
第
1
号

　
　

令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

議
案
第
1
号

　
　

令
和
3
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

議
案
第
2
号

　
　

令
和
3
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会
は
、

「
令
和
2
年
度
定
期
総
会
」を
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
会
場

で
の
開
催
を
中
止
し
、
特
例
で
書
面
審
議

会
長
に
徳
永
今
治
市
長

 

を
選
出

令
和
2
年
度
定
期
総
会

�
　
愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会

に
よ
り
開
催
し
た
。
い
ず
れ
も
承
認
及
び

決
定
し
た
。

　

な
お
、
書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

【
報　

告
】

　

・
会
務
報
告

【
協
議
事
項
】

　

認
定
第
1
号

　
　

令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

議
案
第
1
号

　
　

令
和
3
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

議
案
第
2
号

　
　

令
和
3
年
度
市
町
負
担
金
の
分
賦
方

法
に
つ
い
て

　

議
案
第
3
号

　
　

令
和
3
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

選
挙
第
1
号

　
　

役
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を
行

い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
会　

長　

徳
永
今
治
市
長	（
再
任
）

　
　

・
副
会
長　

岡
原
宇
和
島
市
長

	

（
再
任
）

　
　

・
副
会
長　

石
崎
八
幡
浜
市
議
会
議
長

	

（
再
任
）

　
　

・
副
会
長　

河
野
久
万
高
原
町
長

	

（
再
任
）

　
　

・
監　

事　

坂
本
松
野
町
長	（
再
任
）

　
　

・
監　

事　

前
田
上
島
町
議
会
議
長

	

　
　
　
（
再
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
3
年
3
月
14
日
か

ら
令
和
5
年
3
月
13
日
。

　

・
決
議
（
案
）
に
つ
い
て
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３
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

会
計
監
査

▽
5
日
＝
都
道
府
県
町
村
会
政
務
担
当
職

員
研
修
会（
テ
レ
ビ
会
議
）、（
一
財
）全

国
市
町
村
振
興
協
会
令
和
2
年
度
地
区

幹
事
会
議
（
第
2
回
）（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）

▽
10
日
＝（
公
社
）愛
媛
県
畜
産
協
会
令
和

2
年
度
第
2
回
理
事
会

▽
15
日
＝
愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
令

和
2
年
度
第
5
回
理
事
会

▽
18
日
＝
令
和
2
年
度
愛
媛
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
協
会
第
2
回
総
会

▽
22
日
＝（
一
財
）愛
媛
県
廃
棄
物
処
理
セ

ン
タ
ー
令
和
2
年
度
第
6
回
理
事
会

▽
23
日
＝
四
国
4
県
町
村
議
会
議
長
会
事

務
局
長
並
び
に
担
当
者
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
）、四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長

会（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）、
愛
媛
県
市
町
振
興

協
会
令
和
2
年
度
第
2
回
定
例
理
事
会

▽
24
日
＝
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
令
和
2

年
度
第
2
回
臨
時
評
議
員
会

▽
25
日
＝
愛
媛
県
信
用
保
証
協
会
₂
₀
₂

　

₀
年
度
第
1
回
理
事
会
、（
公
財
）愛
媛

県
国
際
交
流
協
会
令
和
2
年
度
第
4
回

理
事
会
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

▽
26
日
＝（
公
社
）愛
媛
県
畜
産
協
会
令
和

2
年
度
臨
時
総
会
、
愛
媛
県
町
村
監
査

委
員
協
議
会
第
21
回
定
期
総
会
（
書
面

開
催
）、 

第
3
回
愛
媛
県
県
立
学
校
振

興
計
画
検
討
委
員
会

　　
　

国
産
の
早
期
完
成

　

桜
の
季
節
と
な
っ
た
。
淡
紅
色
が
北
に

向
か
っ
て
次
か
ら
次
へ
、
列
島
は
桜
花
に

染
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
今
年
は
何
処
も
例

年
に
な
く
早
い
開
花
で
あ
る
。桜
花
は
、人

の
心
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な

不
思
議
さ
が
あ
る
。「
桜
は
、国
花
で
あ
る
。

そ
の
国
民
に
最
も
愛
好
さ
れ
、
そ
の
国
の

象
徴
と
さ
れ
る
花
」（
広
辞
苑
）
そ
の
も
の

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
年
越
し
の

今
年
も
桜
の
木
の
下
で
花
を
見
な
が
ら
一

杯
！
、
飲
食
は
ご
法
度
の
よ
う
だ
。

　

花
見
に「
立
ち
入
り
禁
止
！
」
や
「
花
見

の
飲
食
を
ご
遠
慮
し
て
下
さ
い
。」の
立
て

札
と
警
備
員
の
姿
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
う
ら

淋
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
片
や
街
中
で
自

粛
の
は
け
口
を
求
め
、
持
て
余
し
気
味
の

若
者
の
動
き
が
気
に
か
か
る
春
季
で
あ
る
。

　

花
見
は
、
平
安
時
代
の
高
貴
な
花
見
か

ら
江
戸
時
代
の
庶
民
の
花
見
飲
食
へ
、
現

代
に
至
る
ま
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
切
っ

て
も
切
れ
な
い
遊
び
の
一
つ
。

　

桜
の
花
び
ら
が
チ
ラ
チ
ラ
舞
い
な
が
ら

落
ち
る
風
情
。
花
見
の
飲
食
は
特
に
趣
き

が
あ
り
、
現
代
人
が
日
々
の
ス
ト
レ
ス
を

吹
き
飛
ば
す
、
屈
託
の
無
い
春
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
り
、
人
間
模
様
で
あ
る
。

　

海
外
か
ら
の
文
化
は
、
時
代
の
変
遷
と

と
も
に
日
本
に
入
り
、
社
会
を
大
き
く
満

た
し
て
き
た
が
、
輸
入
進
化
と
と
も
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
入
っ
て
来
た
の
だ
。

　

さ
て
、
海
外
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
や
感
染

者
数
の
動
き
が
極
め
て
深
刻
な
も
の
と
し

て
伝
わ
っ
て
く
る
昨
今
。
国
内
の
コ
ロ
ナ

変
異
株
の
感
染
力
も
た
だ
事
で
な
く
、
強

力
な
大
波
が
第
4
波
と
な
っ
て
広
が
り
つ

つ
あ
る
。
本
県
の
県
都
も
3
月
25
日
に
1

日
最
多
新
規
感
染
者
59
人
を
出
し
、
特
別

警
戒
期
に
入
っ
た
。

　

今
や
、
自
粛
要
請
は
“
慣
れ
”
に
な
り

つ
つ
あ
る
の
で
は
…
。
兎
に
も
角
に
も
今

は
、
都
市
・
地
方
、
官
民
が
一
体
と
な
っ

て
、
未
知
の
コ
ロ
ナ
変
異
株
に
対
抗
し
た

水
際
対
応
と
無
症
状
者
に
対
す
る
検
査
の

拡
大
強
化
を
徹
底
す
る
し
か
な
い
。

　

さ
て
さ
て『
限
ら
れ
た
狭
い
室
内
で
、人

と
人
が
空
間
を
設
け
小
声
で
テ
ン
シ
ョ
ン

を
挙
げ
ず
、
口
を
塞
い
で
飲
み
楽
し
む
な

ど
、至
難
の
業
で
あ
ろ
う
。』
ア
ク
セ
ル
と

ブ
レ
ー
キ
の
同
時
進
行
は
難
し
い
。
今
度

こ
そ
は
、そ
れ
な
り
の
経
済
支
援
の
下
、思

い
切
っ
て
一
時
の
間
、
皆
で
我
慢
、
特
定

区
域
に
限
っ
て
食
料
品
な
ど
生
活
必
需

品
・
医
療
関
係
以
外
を
完
全
閉
鎖
し
て
み

て
は
如
何
か
。
毎
回
同
じ
場
面
に
舞
い
戻

る
よ
う
な
対
応
で
は
堂
々
巡
り
の
よ
う
で
、

苦
労
と
苛
立
ち
と
疲
れ
が
残
る
だ
け
…
。

　

ま
ず
現
在
進
行
中
の
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
が
。
今
後
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
ゼ
ロ
と
は
な
ら
な
い
予
測
か
ら
し
て
、

こ
の
先
は
、
是
非
と
も
輸
入
に
頼
ら
な
い

国
産
ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬
の
早
期
完
成
を

願
う
の
み
で
あ
る
。
い
か
な
る
分
野
も
国

産
は
「
国
の
安
全
保
障
」
に
繋
が
る
。

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
ひ
と
は
好
ん
で
他
人
を
忖
度
す
る
が
、

他
人
に
こ
ち
ら
の
心
を
忖
度
さ
れ
る
の

を
好
ま
な
い
。」

　
（
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ォ

�

　

フ
ラ
ン
ス
の
モ
ラ
リ
ス
ト
）

一

筆

▽
29
日
＝（
公
財
）え
ひ
め
産
業
振
興
財
団

評
議
員
会

▽
30
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
3
月
定
例
常

設
審
議
委
員
会
、（
一
社
）愛
媛
県
観
光

物
産
協
会
令
和
2
年
度
第
5
回
理
事
会

　

愛
媛
県
自
治
会
館
新
会
館
建
設
工
事
は
、

外
側
足
場
の
組
立
が
完
了
し
、
内
装
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

写
真
は
、
外
壁
と
な
る
外
壁
パ
ネ
ル
の

設
置
と
鉄
骨
梁
に
耐
火
被
覆
材
を
施
行
し

て
い
る
も
の
で
す
。


